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北海道方言研究会 50周年記念事業座談会 
参加者：道場優、菅泰雄、見野久幸、大鐘秀峰、佐々木冠、朝日祥之、葛西ひとみ 
場所：札幌サンプラザ４階 藤の間

 
（司会：朝日）本日はお集まりくださり、あ

りがとうございます。本日は、北海道方言研

究会の 50 年を振り返りつつ、未来を展望す

る座談会を行います。こちらから質問をさせ

ていただきたい内容を事前にまとめさせてい

ただきました。それに従い、話を進めさせて

いただきます。まず最初に自己紹介をお願い

します。 
 
（道場）私は、今、佐々木さんがしている事

務局長をしておりました。小野米一先生の次

に長く、22 年間務めさせていただいた道場と

申します。現在は、大鐘会長から顧問を拝命

しております。北海道方言研究会には、創立

の 1974 年７月から参加しています。 
 私が通った東京の大学が二松学舎大学で、

入った方言研究のサークルで方言を研究する

きっかけとなりました。そのサークルの活動

では、国立国語研究所の徳川宗賢先生からい

ろいろなアドバイスをもらい、研究をしてい

たこともあり、そっちにのめり込んでしまっ

て 4 年間を過ごして、全国の調査とかいろい

ろなことをやって方言の勉強をする機会に恵

まれました。 
 その後、もう少し勉強したいと思い、東京

都立大学の大学院に 1 年在籍しました。そこ

で平山輝男先生にお会いし、特に全国のいろ

いろな人たちが、都立大学の学生主催の方言

研究会にたくさん集まって発表していて、方

言の研究ってすごいんだなということを、勉

強させていただきました。1 年しかいないん

ですけれども、千葉県の調査などもやらせて

いただきました。そのときに平山先生が、

「あなた、北海道に帰るんだね」と言うか

ら、「帰ります」と。「帰るんだったら北海

道の方言を勉強しなさい」と言われました。 
 私は大学の卒論は、北海道の礼文島方言に

ついて書いたのですが、そのときの指導教官

が国立国語研究所の研究員だった野村雅昭先

生でした。その方は、国語学で有名な方です

けれども、方言研究の専門家ではありませ

ん。その方から紹介されたのが、飯豊毅一先

生でした。飯豊先生からは、調査研究という

よりも、資料の収集とか、休み時間になる

と、飯豊先生とか渡辺友左先生から、いろい

ろなことを勉強させていただいたところ、僕

が「1 年で帰る」と言ったら、「何で帰る

の」と。「まだ少しいればいいんじゃない

の」と言われました。そのときに飯豊先生

が、「道場くん、あきらめないで、北海道の

方言を勉強する気持ちがあるの？」と。それ

で、「やります」と言ったら、「旭川に小野

米一さんがいるんだけど、実は私の大学の後

輩に当たる」と。広島大学の大学院の藤原与

一先生の門下生が飯豊先生であり、小野先生

だったので、「北海道に行ったら、北海道の

方言の勉強をしてる小野先生をぜひ手伝って

やりなさい」と。もう私は「はい、分かりま

した」と言って戻りました。 
 ところが、札幌の高校に入ったら忙しい学

校で、もうそれどころではなくて、ずっと連

絡しないでいたんですけれども、そのときに

小野先生がしびれを切らして、飯豊先生から

電話をちゃんとキャッチしていまして。「道

場さん、札幌に来てだいぶ時間が経っている

んだけど、私に会いに来ない？」と言うか

ら、あのときの約束を急に思い出して、飯豊
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先生が会いなさい」言われたんだと思って行

きました。そこに来ていたのが、私と城野光

一さんと、小野先生でした。 
 城野さんは、どこか地方の高校の先生で、

小野先生は、北海道の方言の研究をしていた

人たちを一生懸命探していました。方言の論

文を書いている人は誰かとか、発表している

のは誰かとか全部調べたのです。たまたま城

野さんが『言語生活』に北海道のものを書い

ていたのを見つけて、それで声を掛けたらし

いのです。 
 それで 3 人で集まって、北海道の方言のい

ろいろ気になったことを話し合いましょうと

いう魂胆だったのですが、先ほどの話は、結

果的に北海道方言を 1 人で研究するには大変

なので、北海道方言研究会を立ち上げたいと

いう気持ちを持って、実は、大分県から北海

道に来られたのです。後から聞きましたら、

藤原与一先生が、「小野くん、北海道で方言

研究を頑張って来なさい」と。そのときは北

海道教育大学の旭川分校の助手だったんです

けれども、そういうことで仲間を欲しがって

いたということです。 
 それで、北海道に来てから 6 年後の 1974
年７月に「北海道方言研究会」を立ち上げ

て、たくさん道内から会員を集めて、道外の

人たちも集めてということで、何とか「北海

道方言研究会」が活動しました。それからい

ろいろな人たちが参加してくださって、「北

海道方言研究会」がしっかりと活動できるよ

うになりました。後からの話題に、小野先生

の思い出がありますから、そのときにちょっ

と触れたいと思います。 
そんな関係で、「北海道方言研究会」と、

私の関係は 42 年間ですかね。そういうかか

わりを持っているということです。 
 

（朝日）ありがとうございます。 
 
（菅）今のことに関して質問いいですか。そ

の研究会は札幌で行ったのですか。 
 
（道場）札幌でやろうと。やっぱり札幌を中

心にやろうと。ただ事務局は、道場は仕事で

忙しいのであまり出て来られないし、城野先

生も忙しいということで、結果的には事務局

は小野先生の旭川の教育大学の分校の国語学

講座に置かれることになりました。後に北海

道大学の先生になりますけれども、それまで

ずっと旭川の教育大学が事務局でありまし

た。会報もずっと旭川の教育大学で、住所も

そうなっています。 
 
（朝日）最初はどこでやったのですか。 
 
（道場）それは札幌だったと思います。記録

によると、昭和 49 年 7 月 10 日に札幌市の居

酒屋に、道場、城野さんの、3 人集まって、

小野先生が「北海道方言研究会の過程と展

望」というすごいものを発表しました。それ

が第 1回目です。だから、例会は居酒屋さん

に集まりました。第 2回目が、札幌市の北農

会館に 3 人で集まって、小野先生から「道場

さん、あなた、北海道方言の発表をしなさ

い」ということで、「礼文島浜中方言の動

詞」という題で発表しました。3回目は、北

海道大学の教養部で、そのときには、井上史

雄先生が北海道大学の教授になって来られ

て、駒澤大学の小林泰秀さんとか、後に副会

長になる白尾忠悦さんとか、そういう方たち

が参加しています。4回目は北海道大学で

す。だいたい、しばらくは 5 人です。その次

に 5回目が、旭川の教育大学で開催され、井

上先生と道場と城野さんと、白尾さんの 5 人

ですね。 
例会はまた札幌に戻って、そのときに五十

嵐三郎先生が北海道大学を辞められて札幌大

学に異動したのですが、札大の五十嵐先生の

研究室が会場でした。その後、石垣福雄先生

は登別の校長をやっていた方で、その方も参

加されて、後に顧問になります。その方を含

めて、五十嵐先生の研究室に参加者していた

その後の参加者を見ていきますと、知内の川

内谷繁三さんが参加して、増毛の高橋明雄さ

んが参加したりして、僕以上におしゃべりな

人たちばかりで、にぎやかな例会になったと

いう感じです。 
小野先生は、結構、道外の人たちも参加す

るように働き掛けていて。今、朝日祥之さん

とか尾崎喜光さんとかが、すごく例会に来て
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いるけれども、会員として意外と名前が出て

こないけど、たくさんいました。だから『創

立 40周年の記念論文集』に小野先生が書い

ていますけど、道内の方が 3分の 2、道外が

3分の 1 の会員だったと。小野先生も結構、

学会などで紹介して会員になってもらってい

たんです。それで 125 人なんていう時代もあ

ったんですね。 
 

（朝日）ありがとうございます。では、続け

て見野さんお願いします。 
 
（見野）私のような者が北海道方言研究会に

参加させていただいて会員の発表を聞きなが

ら思ったことは、主に海岸の方言に興味があ

りました。海岸の地理的な勢力の状況、そし

てそれがどのように動いていくのかというこ

とに興味、関心を持ってきました。 
 方言研究の道を歩もうとしたのは、1989 年

からです。最初、古平に調査に入りました。

勉強をさせられた調査でした。それから岩内

の調査です。岩内に調査に入るまで 3〜4 年

間が空いて、その調査が始まるまでにはほと

んど終わってしまっていますが、私は岩内が

地元なので入りづらいという不安がありまし

た。 
北海道海岸部は行くところは 2度ほど回り

ました。それから北海道の方言がここだけに

とどまっていては本当の姿は見えないのでは

ないかという、先人の学者さんたちの、本州

の方言はたくさん、特に北海道と関係の深い

方言の研究書はありますけれども、それを文

献として引用するだけでは見えないものがあ

るのではないか。同一の調査で自分の目でや

っていく、そこに北海道内にとどまらず、東

北や新潟とのつながりというものを少しでも

とらえることができるのではないかというこ

とで、北海道でだいたい 1万人近い調査デー

タを得て、それと並行して後半 5 年で東北 4
県と新潟。2008 年から始めて、2012 年で終

えていますが、50地点で 3000 人近い調査を

しました。 
また、自分が方言をしてこなかった経緯が

あるので、深いことはできないと考えていま

した。また時間的にも、資金的にもそういう

ものは無理だと考え、アンケート調査にしま

した。アンケート調査で、現地に実際に行っ

て依頼をする。1 日置いて、留め置き調査で

回収するときにこれを確認すると。そうした

ら間違いなどは少しでも防げるのではない

か。大ざっぱなことならとらえられるだろう

と考えました。緻密なことはできないけれど

も、大きな動きならとらえられるだろうとい

う考え方はありました。 
ただ、調査の中で、方言で書かれている、

ちりばめられた古文書を発見しました。これ

は積丹半島の美国で、平成 7 年、29 年前のこ

とになります。それ以降は、調査で北海道の

各地を回ったときに、博物館とか郷土資料館

などに足を運び、古文書がないかどうかを確

かめるということをやりました。 
今はもう調査は何もできませんから、こう

いう漁場に残された古文書に見える方言とい

うものを調べてみようということで現在は来

ていますが、これももうほとんど終わりだと

思います。これがテーマらしからぬといいま

すか、基礎的なことをやってこない私にでき

る範囲だと思ってやってきました。 

私は、大学では一切方言を勉強していませ

ん。東洋大学で学びましたけれども、東洋大

学では国語学と、主に中世の戦記物語の言葉

を勉強しました。国語学は小林芳規先生とい

う訓点語学会で活躍されていた非常にエネル

ギッシュな若い先生で、学生を食堂に連れて

いって、カレーライスを一緒に食べて、そし

て自分の研究、考え方を聞かせてくれまし
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た。とにかく自分は前へ進むんだと。そして

間違ったことは後で修正していけばいいと、

そういう考え方を示されました。 
それから、峰岸明先生。峰岸先生は記録語

の勉強を教えてくれた。公家さんの日記に出

てくる言葉、例えば「（何々の）間」とい

う、これは漢文でも和文でもない。「御

（何々）有り」というのも、どうもそのよう

なのです。そういう、公家さんが使って、文

章に残した、そういう言葉があるんだという

ことを教えてくれました。 
ですから北海道に戻ってからも、なかなか

時間も文献を調べる余裕もなく、行き詰まり

を感じていた折に、小野米一先生から北海道

方言研究会への誘いがあり、参加するように

なりました。昭和 62 年と記憶しています。 
 このとき北海道方言研究会は道場さんなど

も参加され、立ち上げがすでにしっかりとな

されていて、その後、昭和 50 年代に入りま

すと、増毛や松前の大きな調査、あとを決定

づけるような、そんな調査も終えられてい

て、私はずっとその後ですから、そういう深

いことは一切その後も分かりませんでした。 
 そのときは、私は岩内高校に勤めていまし

た。勤めを終えて家に帰ってみると、小野先

生からの手紙が届いていました。何で私にと

思いました。私は一面識もありませんし、小

野先生のことを聞いたこともありません。ひ

ょっとしたら、小林芳規先生が広島大学で小

野先生の師でもあったわけですが、そんなこ

とでちらっとでも私のことを知ったのかなと

思いますが、どうもそういうことでもありま

せん。よく考えてみますと、当時、国語学を

やるので学会員として、『国語学』という国

語学会の雑誌を取っていました。昔はその中

に名簿が載っていました。ですから、北海道

という、国語学、たぶんそれではなかろうか

なと思うのが出会いの本当の始まりです。 
 手紙は非常に丁寧で、優しい表現で書かれ

ていまして、人となりが分かるようになって

います。字も、道場さんと同じように小野先

生もうまいですよね。わずか 2枚でしたけれ

ども、北海道方言研究会の紹介とともにお誘

いをということで入っていました。まさかこ

ういう手紙がと、それはもう鮮明な記憶で

す。私は何もやっていませんでしたし、行き

詰まってもいましたし、勉強してみたいなと

思ったのでお誘いを受けて札幌へ、北 24条
の北区民センターへ出向いたということで

す。それがいきさつです。 
 
（朝日）ありがとうございます。 
 ちなみに、アンケートで留め置きをして集

めに行くときに内容を確認するという方法を

採ったとおっしゃっていましたが、それは小

野先生からのか、誰からなのか、または、自

分でお考えになったのでしょうか。 
 
（見野）それは回収していて、これは駄目だ

なと。このままささっとやっても、見ていて

何か分からないのもあるし、そうなのかなと

いうのもあるから確認が必要なんだなと。そ

れは忍路、古平での調査を失敗していますか

ら、その教訓からです。少しずつ現地の人か

ら教わるというか、現地の人たちのおかげと

いうのはかなりあります。いろいろなことを

聞かせてくれました。そのときにはテープを

取るということを。そのときではないです

が。 
国語学なんかをやっていたから、テープを

取るようなことはできなかったんです。国語

学の方法はちらっと生きているのがあるんで

すよ。古文書をやるときにカードを取るとい

うのが癖になっちゃったというか。今のパソ

コンは非常に緻密にというか、全部並べ替え

や、同じ語はぱっと 1 つにできるのですが、

私はそんなことできませんから。昔はみんな

カードだった。 
 

（朝日）それでは、菅さんお願いします。 
 
（菅）私は、方言とのかかわりは大学に入っ

てからです。1971 年に大学に入ったんですけ

れども、そのときに五十嵐三郎先生の教養部

の授業をとりました。 
 
（道場）北海道大学のね。 

（菅）五十嵐先生は国立国語研究所の「共通

語化の過程」の研究の分担者として調査をさ
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れていたわけです。親子 3代で言葉がどのよ

うに変化するかということを授業の中で聞い

た記憶があります。それが方言との最初の関

わりですけれども、大学 2 年生の後期に文学

部に移って、国語学概論の中でも方言の話を

聞きました。その当時は今と違って休講が多

かったわけです。 

（道場）例の学園紛争の闘争ね。 

（菅）その後ですから、それはいいですけれ

ども。五十嵐先生は学外の多くの公職にもつ

いておられて、お忙しく、休講が多くて、そ

んなに多くの回数、授業があったわけではな

いのですが、私にとっては非常に面白く、興

味深い授業であったという記憶があります。 
 大学 3 年生のときに井上史雄先生が北大に

着任されて、確か五十嵐先生の後任という形

だったと思います。私の恩師は西田直敏とい

う、『平家物語』とか待遇表現の専門家でし

た。西田先生の紹介を受けて、井上先生の教

養の研究室にお邪魔したことがあります。井

上先生は、私が大学院修士課程のときまで、

北大にいらっしゃって、その後、東京外国語

大学に移られたのですが、私は既に大学院の

単位を取ってしまっていたこともあって、井

上先生の単位を取る必要がなかったので、

1977 年の増毛の方言調査に参加することもあ

りませんでした。その当時、学部時代、それ

から大学院と私自身の関心はもっぱら日本語

教育だったものですから、方言とは直接関係

はなかったんです。 
1982 年に大学院を出た後、旭川高専に就職

することになりまして、それが教育大旭川分

校にいらっしゃった小野先生にお世話になる

きかっかけになったかと思います。私の場合

はあまり方言を研究するように勧められた記

憶はないのですが、ただ小野先生のところに

来ていた中国人の留学生がいまして、その留

学生たちの日本語教育を担当させてもらった

ということがありました。 
その後、1986 年から 1988 年に国語研究所

の江川清先生の、富良野と札幌の調査に加わ

ることになりました。小野先生が推薦してく

れたのです。旭川にいたころです。秋に行わ

れた調査でした。ちょうどそのころ、北海道

で別れ際のあいさつで、「したっけ」という

のがはやっていて、徳川先生は千歳空港で

「したっけ」と染めた Tシャツを買って、そ

れで自転車で富良野の町を回って調査されて

いた、そのお姿を覚えています。佐藤亮一先

生とか、真田信治先生、それから杉戸清樹先

生、それから米田正人さんとか、小林隆さん

もいたと思います。それから相澤正夫さん、

それから沢木幹栄さん。吉岡泰夫さんもいま

した。それから、当時大阪大学の院生であっ

た渋谷勝己さんとか、尾崎喜光さんもいまし

た。それから金沢裕之さんもいました。彼ら

は真田先生とか徳川宗賢先生の教え子でしょ

うから、お弟子さんですから、方言の専門家

です。それに比べて、私は方言についてはま

ったくの素人でしたから、気後れするという

か、心細い状態でした。そんな中で、ビギナ

ーズラックというのでしょうか、調査でかな

りいい成績を上げたんです。その日、調査が

終わってグラフに何件調査をやったか、個人

ごとに結果が張り出されるんですね。 

（道場）何人やったか。すごいね。貢献はす

ごいね。 
 
（朝日）江川さんだからだったのでしょう

ね、きっと。 

（菅）そんなこともあってか、その後も特に

江川さんからは方言研究会とか学会でお会い

するたびにいろいろとお世話になりました。 
北海道方言研究会にいつ入ったかというの

は、ちょっとはっきり覚えていないのです

が。私は、1993 年 3 月まで旭川にいて、その

年の 4 月から札幌の大学に移ったのですが、

札幌に来てからは頻繁に研究会に参加したと

いう記憶があります。 
小野先生が北大に移られてからのことです

が、釧路の調査がありました。ちょうど昭和

から平成に変わるときでした。そのときの釧

路の町の雰囲気はずいぶんしんみりしたよう

な感じがしたものです。その 1989 年の釧路

の調査とか、1990 年の札幌の調査があったこ

ろから方言研究会がより身近なものになった
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わけです。ということで、旭川にいたころは

あまり、研究会にはほとんど参加していなか

ったのではないかと思います。 
あとは研究会との関わりで言うと、200回

のときに司会をやっていたようなことです。

そういったようなことで、私自身の方言研究

のテーマというのは特にないんです。調査に

参加させてもらってお手伝いをしたというこ

とです。 

特に研究テーマということはないですけれ

ども、今考えてみますと、もともと五十嵐先

生の親子 3代の共通語化というようなことが

頭の中にはいつもあったということが言える

かもしれません。 
 小野先生との関わりとしては、アイヌ語話

者の日本語方言の研究。杉藤美代子先生が代

表者であった「日本語音声」という大きな科

研費のプロジェクトがあって、その中の北海

道班のリーダーが村﨑恭子さんでした。村﨑

先生とは日本語教育との関わりもあって、そ

こに私が参加させてもらって、奥田統己さん

のフィールドでもある静内の方言とか本別な

どで、調査をいたしました。そのこともあっ

て、小野先生が代表者になったアイヌ語、日

本語話者の、日本語方言の調査にも関わって

科研費の報告書を書いた記憶があります。そ

ういったところが私の方言との関わりという

ことになるかと思います。 

（朝日）旭川へいらしたころは、高専では国

語の先生だったのですか。 

（菅）そうです。 
 
（朝日）高専では、国語の先生でいらして、

中国人等の留学生対象の日本語教育に関する

授業は、それはそれで現在の分校でされた

と。 

（菅）高専の 1 年生から 3 年生までは、年代

としては高校生です。一般教育として、高校

に準じた科目もあります。国語の担当教員で

した。一応教科書は検定済み教科書を使うこ

とになっていますが、高等教育機関として、

かなり自由に授業ができました。今で言えば

言語学の基本的なところの話とか、論理的な

理屈を重視する観点で、外国語との比較を取

り入れるなど広く「ことば」に関心を持って

もらえるような授業にしたつもりです。日本

語教育の経験が役立ちました。「国語」とい

うより「日本語」という内容に偏りすぎてい

たかもしれませんが、それは高専生にとって

も興味の持てるものだったと自画自賛してい

ます。理系的なデータの処理とか、言語学的

処理と共通する部分もあります。いわゆる文

学に偏った授業ではなく、詩とか短歌、俳句

などはかなり端折ってしまいました。漢文

は、中国語の古典であることを重視したり、

古文では現代語や方言とのつながりなどを重

視しました。 

それから高専にも留学生も来ていましたの

で、高専でも、中国や韓国、インドネシアな

どからの留学生に日本語を教えていました。

以前から中国語や韓国語を勉強していたこと

が大いに役に立ちました。 
 
（朝日）分かりました。ありがとうございま

す。およそ 1時間後に休憩を入れようかと思

っていたのですが、ちょうど 1時間たったの

で、ちょっとだけ小休止しますか。 
 
（大鐘）休憩しましょう。 
 
=====休憩===== 
 
（朝日）研究会の設立については道場さんの
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最初の話でうかがいました。小野先生はいろ

いろな方を呼んで研究会の運営をされていっ

たことはよくわかりました。見野さん、菅さ

ん、何か追加があれば教えてほしいですけ

ど、いかがですか。 
 
（道場）その前に触れたいのが、僕は『創立

40周年の記念論文集』に、自分の『北海道方

言と私』とか、それから「あとがき」を書か

せていただいたので、小野先生は「まえが

き」を書いているので結構いろいろな部分が

あるんだけれども、ちょっと強調したいの

は、やっぱり道外の学会の結構立派な先生た

ちの応援というのは、すごくあるなと思いま

したね。 
まず、柴田武先生の話が出たり、徳川宗賢

先生の話が出たり、もちろん間接的に飯豊先

生とか、それから平山輝男先生とか、大島一

郎先生とか、そういう先生が一生懸命学会に

行ったときに、徳川先生は、僕が知っている

からあれだけど、北海道方言研究会を紹介し

てくれて、一般の人がいろいろ興味を示し

て、そして、いろいろ会報を買ってくれた

り。そのようなことで、やっぱりそれはいろ

いろな人たちが PR してくれているんだな

と。 
あと 1 つは、特に道外の、僕は個人的にも

付き合いのあった陣内正敬さんが大学の学生

たちを、北海道の合宿といって、北海道の方

言の勉強をしにわざわざ来てました。そのと

き関西学院大学にいたんですけど、わざわざ

来て発表するということで、彼が小野先生と

僕に、「学生に発表をさせてもらえないか」

と言ったので、僕が小野先生に、「ぜひ発表

してもらいましょうよ」と。そして、学生 5
人くらいが入れ代わり立ち代わり発表したん

です。それが 2回あるんです。それでいろい

ろ交流したりして、小野先生はあまりお酒の

席をつくるというのが得意でないものですか

ら、僕が特別に酒宴の席をセットして。これ

はカットしてもいいですけど。 
それから佐藤亮一先生が毎年に近いくら

い、北海道が好きだといって、北海道の観光

のいいところを回った後に、例会に来て発表

してくださるんです。何度も発表してくださ

ったし、井上史雄先生もたまに発表してくだ

さったり。それから、近々、上野善道先生も

いらしていますね。だから、そうそうたる方

が、北海道方言研究会で発表してくれるなん

て考えられないことですよね。そういう外部

の人たちに支えられたところがあると思いま

す。 
北大で 100回記念をやりました。そのとき

には、ちょうど日本方言研究会とか国語学会

のときにぶつかったので、全国のそうそうた

る方たちが集まったんですけど、100回記念
のときにすごい人でびっくりしました。200
回のときも北大でやったんですけど、菅さん

は覚えていらっしゃると思う。天気が悪かっ

たし、50席ぐらいしか作っていなかったんで

す。そうしたら、どんどん、どんどん立ち見

席ができちゃって、もうイスをあちこち集め

てきて一生懸命。講演会も真田信治先生とか

小林隆さんとか、それから荻野網男さんと

か、そうそうたる方を連れてきて発表してい

ますから、結構小野先生という方はそういう

力のある人だなと思いました。だから、道外

の方たちにもいろいろ支えられて、また道内

の人たちも一生懸命で、会員も頑張ってきま

したね。 
 

（朝日）あと共同調査とかいくつか実施され

ました。今日、ご出席が叶わなかった小野先

生について、もしここで発言しておきたいこ

とがありましたら、お願いします。見野さん

からお願いします。 
 
（見野）小野先生には、方言研究会とか勉強

じゃなくて、私、個人的にすごく思うことや

感じさせられることがあって。1 つは、先ほ

どちらっと話しましたけれども、本当に始め

の段階でのことなんですけれども、小樽の忍

路というところで調査をしたんです。それを

例会で 3回、1991 年から 1992 年、3回にわ

たって報告させてもらいました。何回目だっ

たか記憶がはっきりしないですが、あまり出

席者がいなかった例会になっていたと思いま

すが、そのときに内容を見てくださって親身

になって、それこそつたない原稿を見てくだ

さって、ここはこうだよとか、これはこう考
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えればいいよと教えてくださったことがすご

くうれしくて、それ以後の私の調査の励みに

なったといったらいいかな。それが本当に私

には、方言研究会での小野先生は忘れられま

せん。 
ざっくばらんに日常的なことを話すとか、

そういう場面は小野先生とはなかなか持ち得

ない感じでしたので、本当に印象に残りまし

た。 
私はずっと北海道におられるのだろうと、

札幌まで出向かれて方言の研究会も開いてお

られるし、非常に力を入れておられるようだ

からずっとおられるのだろうと思いました

ら、なぜか北大を去られて鳴門教育大学へ赴

任されましたね。私には、それはなぜなのか

分かりませんけれども、そのときとても残念

だなと思いました。 
研究会にとっても 1 つの何かがなくなるの

かなという。その後に残った役員の方々がそ

れぞれあって、そういうことを私は乗り越え

てずっと来たわけですけれども。小野先生が

どれほど向こうの方から、例えば事務局長の

道場さんなり、よく連絡を取りながらやられ

たのか私には分からないことですが、とにか

く去られたということは私には残念なことだ

なと。 
 
（道場）僕の個人の感覚で言うと、小野先生

は、自分の研究を見て勉強しろという、そう

いう姿勢ではないかと。直接は教えないけ

ど、やっぱり自分が郷土研究しているとか、

いろいろなことをやっている中で学ぶべきも

のはたくさんあったわけでしょう。そこから

学ぶという姿勢だったんじゃないかなと思い

ます。何も聞かなかったら、何も答えは言わ

ないんですよね。言えば、そうだよとか、こ

うだよと言うけれども。そういうタイプの先

生。 
小野先生のように、いろいろなタイプの先

生がいます。例えば徳川宗賢先生なんかは、

よく教えてくれますよね、いろいろ。サービ

ス精神で、僕は学生時代も徳川先生に教えて

もらって、あれもこれもと聞いたら教えてく

れるタイプの先生と、知りたかったら聞け

と。小野先生は、そういう気持ちじゃないけ

ど、そういうタイプで、またあまりお話をざ

っくばらんにするような人でもないから、タ

イプ的には、道場みたいなタイプじゃないで

すよね。  
僕は、創立 40周年の叢書第６巻に『北海

道方言研究会と私』という思い出を書いたこ

とがあるんですけど、そこに小野先生がどん

なことをやっていたかというと、とにかく発

足以来、会の運営から、事務局から、会報の

手書きから、印刷から、それから案内から、

全部小野先生すべてやっていたんですね。恐

縮はしたんだけど、できないから小野先生お

願いね、といいことばかり言っていたんです

けど、結局その後、やっぱり僕もそれぞれの

方も育って、これをやらなきゃならない、あ

れをやらなきゃならはないというふうになっ

てきて、それを見ていろいろな会の運営とか

そういったことを、僕らは学んだんじゃない

かなと。研究だけでなく。 
 それから小野先生は、北大から鳴門教育大

学に移りましたよね。小野先生も書いている

ように、「北海道方言研究会が残るのか」と

危機を感じたと。僕はずうずうしいから、

「先生が、何もしなくても残るよ」と言っ

た。「その代わりの条件で、会長を続けてく

ださい」と。「今まで通りやれば、今まで通

り例会もやって、会報を出していれば、会員

が減るわけではないから大丈夫ですよ」と。

そのときに、その当時の、副会長の白尾忠悦

さんとか大庭吉光さんも、「それで、いいと

思います」と。それで、会長を続けることに

なったけど。菅さんが次期の関係もあるか

ら、菅さんに副会長を引き受けてもらって、

副会長 3 人体制でいったんです。僕もそのと

き事務局長を。それまでは会報作りとか、会

場集めとか、そういう庶務の仕事ばかりして

いましたから、もうそろそろということで、

事務局長になったんですけれども、そのとき

の小野会長への条件が、ざっくばらんに言う

と、僕が「先生の奥様たちは、旭川に住んで

いらっしゃるから、1 年に 1回は例会に合わ

せて来てください」と。「その代わり、私た

ちの状況を見て、気になったら必ず言ってく

ださい」と。 
 それから、「来たときには、発表は必ずや
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ってください」と。失礼にも、僕はしなさい

と言ったんだね。してくださいと言わず、し

なさいと。「あとは、僕らちゃんと留守を守

っていきますから」という話だった。だから

やっぱり、それによって残った人たちが、菅

さんはじめいろいろなことで一生懸命頑張っ

て過ごして、北海道に帰って来て、その通り

になっていたからよかったということを書い

ているから、そういう心配も、小野先生本人

の気持ちの中にあったと思います。 
 
（朝日）菅さん、これに関して何かあります

か。 
 
（菅）小野先生の時代は、例会は年に 5回ぐ
らいありましたよね。 
 
（大鐘）5回ありました。午前、午後。 
 
（道場）6回もあった。 

（菅）6回のときもありましたけれども。発

表者が集まらなかったときは、必ず小野先生

が責任を持って発表なさる。これはすごいな

と思ったことがあります。それから鳴門に移

られてから、先ほど私、共通語化とかアイヌ

語話者の日本語方言の話をしましたが、もう

1 つ小野先生のテーマとして、移住と北海道

方言があります。それにも私は分担者として

加えていただいて、徳島県からの移住者の調

査をしました。 

（朝日）ありますね。 

（菅）もちろんそのときは小野先生は鳴門に

いらっしゃったんですけれども、私もその研

究の打ち合わせのために鳴門に行きました。

私は本別と静内の、静内からは淡路島から法

華宗の集団で来られた方を担当しまして、非

常に面白かったです。どれだけ北海道方言が

残っているかの調査です。 
 小野先生は小野先生で、仁木町だとか、旭

川の永山とか。徳島から来ている移住者は北

海道各地にいますから。こういうことをテー

マとしてあり得るんだなということを教えて

いただいたという経験があります。それをち

ょっと付け加えておきたいと思います。 

（朝日）どうでしょう、大鐘会長とか何か小

野先生を巡ってのそれぞれかかわりがおあり

だとは思うのですが、もしよろしければ情報

提供いただけますか。 
 
（大鐘）それでは、ちょっとさかのぼって、

私は大学 2 年生のときに入会させていただい

て。それは先ほど道場先生がおっしゃった自

主的にということではなくて、当時の大学の

言語学という講座に入って、その先生が方言

研究会というのがあるから行ってみなさいと

いうことで推薦されてきました。五十嵐三郎

先生の研究室で開催されていまして、そうそ

うたる方々が集まっていらっしゃいました。 
 当時の印象としては、決してある面ではア

カデミックな感じではなく、民俗学的な、い

ろいろな生活だとか風俗だとか、そういった

ものを記述、興味、関心を持っていらっしゃ

る方がたくさん集まっていたかなという感じ

がして、それが小野先生の 1 つのお考え方だ

ったのではないかなという感じがします。 
 言葉に関心のある方であれば、とにかく皆

さん集まってくださいという感じでした。そ

の根底には、北海道の方言研究を推進したい

という。これはやはり本州の方が見いだして

くださった課題ではないかなと思います。 
 当時は、特に道南の海岸部の方を研究され

ている、例えば漁業に関してとか、あるいは

馬、馬産とか、留萌管内では高橋明雄先生の

ような、ああいう生活形態といったことを研

究していらっしゃる方もたくさんいらして、

とにかく言葉そのものを切り出すのではなく

て、生活とか人というものをとらえようとさ

れているのかなというふうに教えられまし

た。 
 小野先生がよくおっしゃっていたのは、言

葉の勉強を、言葉を通して勉強していくんで

すよということをよくおっしゃっていたの

で、それは私にとってはすごく大きい視点を

いただいたかなというふうに思っています。 
 北海道の方はやっぱり北海道という地域を

客観的に見ることができていない部分がすご
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くあって、外から来た方にいろいろ教えても

らうというのはすごく多いんですよね。今、

150 年ぐらいですか、海岸部だともっと長い

んですけれども、そういったことに私も影響

を受けて、最近はずっと郷土史というか、北

海道という地域はどういうふうにできたのか

ということを、言葉を通してとらえようとい

う問題意識を今持っているところです。 

 先ほど道場先生がおっしゃったように、小

野先生は決してこうしなければいけないとい

う感じではなくて、非常に包容力のあるお方

だったのではないかと私はすごく思っていま

す。そういった姿勢を学ばせていただいたな

と私は感じているところです。 
 
（朝日）佐々木さん、お願いします。 
 
（佐々木）僕が北海道方言研究会に出席する

ようになったのは、たぶん 2005 年ぐらいか

らではないかと思います。一応、1994 年の

100回のときに顔を出していたというのはあ

るのですが、僕はそのとき、主観的には日本

方言研究会では発表をしたつもりだったんで

すけれども、北海道方言研究会のイベントと

重なっていたことについては認識していなく

て。後で文書で見て、実は出席していたんだ

というふうに気付いた次第です。 
 その後、2001 年から札幌学院大学で働くよ

うになってきたのですが、最初のうちは授業

の準備だけで大変で、あまり研究も。博士論

文で茨城県の方言の記述をし損ねたところを

調査したりしていました。それをまとめて、

2004 年に博士論文の改訂版がくろしお出版か

ら出て、それを見た奥田統己先生のところの

学生さんが卒論で、あれはたぶん岩内だと思

うんですけれども、岩内の方言の格について

書いたんです。それで北海道方言研究会で発

表したということで、発表を聞きに行けばよ

かったのですが、ちょっと都合がつかなくて

行けなくて。こういうのがあるのかというこ

とで、その後で行くようになったと思いま

す。出版が 2004 年だったので、たぶん 2005
年ぐらいですね。この時期は、小野先生はも

う鳴門教育大に行っていらっしゃった時期。 
 
（道場）2005 年の 4 月に戻ってきた。 
 
（佐々木）北海道ですか。 
 
（道場）小野先生はね。それまで、だから 11
年間向こうにいたんです。 
 
（佐々木）そうですか。じゃあ、もう僕が行

くようになったころは北海道にいらっしゃっ

て。 
 
（道場）戻ったんですね。 
 
（佐々木）これは、私が京都に移る何年か前

なんですけれども、段ボールいっぱいの文献

をいただいたことがあって。それは、旭川時

代に大学生と一緒に調査をやったのをまとめ

たものでした。各地のいろいろなところのが

あったんですけれども、それがいっぱい入っ

たものをいただきました。それを見ては、ま

だ全部目を通せてはいないんですけれども、

すごい膨大なものを残されていて、それはす

ごいなと思っておりました。 
 先ほどもありましたが、小野先生は本当に

何から何までなさる方で、実は方言研究とい

うのは結構手間の掛かるものですし、自分で

調べなければならないものです。 
 それから、調査に行ったけれども協力して

もらえなかったということもあったりして、

行ったからといって必ずデータを持って帰れ
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るとは限らないというところがあります。そ

ういう大変なものなんですけれども、最近、

実は僕、学部生の卒論を見るのは、おととし

からやっと始まったんですね。実は札幌学院

大学では 1 年生対象の教養部の科目みたいな

ものをずっとやっていたもので。それから立

命館大学に移ってからも大学院生ばかり指導

していたもので、ちょっと今、文学部との連

携を強めるというのを 4 年ぐらい前から始め

て、2 年前から卒論を見るようになったので

すが、方言をテーマに選ぶ学生は、わりとこ

れは軽くできるものだと思ってくることが結

構多くて、どうやってそれを教えてくれる人

を見つけるのという話をしていくと、これ結

構実は大変そうなんですねと言われて。さら

にそれをまとめなければいけないわけですよ

ね。しかも、方言調査の場合には、どういう

ふうに調査をしたかとか、そういう調査の説

明からやらなければいけない。これはどうし

てなのかというと、読者はその調査に同行し

ていないのだから条件が分からないですよ

ね、みたいな話とかをしていくと初めて、卒

論を出す半月ぐらい前になって、これは大変

なんだなと（笑）。 
 本当にそんなことがあって、まさに小野先

生はその辺、旭川時代は毎年のように出して

いらっしゃって、これはすごいことだなと思

っていました。あれを学生対象にシリーズ化

して紹介する企画か何かをやってみたら面白

いのかなと思っているぐらいです。 
 今、コロナ禍以来、結構講義動画というの

がわりと簡単に作れるようになって、大学の

方でもバックアップしてくれていますので、

ああいう調査報告書を読むというようなシリ

ーズをやってみるといいのではないかとちょ

っと考えています。方言調査の素晴らしいと

ころと同時に、大変なところも一応知っても

らって。大変なところというのは、実はやっ

てみると思い出になったりするところでもあ

るので、それで学生を引き込んでいけたらと

思っています。その上で、小野先生が残して

くださった報告書というのはこれからすごく

役に立つのではないかと、そんなことを思っ

ております。僕からはこんな感じです。 
 

（菅）今の話で、小野先生が教育大旭川から

北大に移られた後も、私は教育大の旭川校で

非常勤で国語学の授業やゼミをやっていまし

た。そのときに教育大では、木曜日だった

か、午後の時間帯は自主ゼミみたいな感じの

ゼミがありました。自主ゼミみたいな感じ

で、午後いっぱい学生が主体となって、テー

マを決めて話し合っていました。小野先生の

時代からあったのだと思います。私はそばに

いて見ているだけでしたけれども、そういっ

た機会でいろいろと授業やゼミ以外でも、学

生同士の自主ゼミみたいな感じで、かなり活

発で実質的なゼミが繰り広げられていたこと

を今聞いていて思い出しました。 
 
（道場）それから、小野先生は 16 年間、学

生と合宿しながらやったと書いていますね。

それで何と、だいたい道内、道南から道北か

らずっと回って、まずびっくりするのは、必

ず報告書を出しているんですね。28冊という

のですから、僕もだいぶもらっているんです

けれども、私の出身の礼文島方言まで、いつ

調べたのというくらいな感じで全部ものにな

っていますから、いまだにそれがあればまた

追跡のいろいろな分析とかできるのではない

かというぐらい。 
だから小野先生がすごいのは、調査したも

のを必ず報告に残すという、それはかなり信

念があって、北海道方言研究会も調査特集会

報が 4 つありますよね。それもやっぱりそれ

なりに、4 つあるというか、4 つはなくて 2
つしかなっていないですけど、釧路と札幌は

実際に出ていないですけれども、増毛は松前

についてはかなり当時としては学会では評価

されましたよね。こんな小さいところから徹

底してやっているんだと。そういう小野先生

の、残すというか、発表するのと調査したも

のを残すという、それはもう北海道方言研究

会も徹底したところがありました。そういう

のは参考になりました。 
 
（朝日）北海道方言研究会として取り組んで

きた、特に先ほど言った増毛と松前は評価さ

れたということは話題にもなったし、釧路も

ここに 25号の会報は少なくとも釧路言語調
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査のものでもあります。そこで、なぜ増毛を

選んだのか、なぜ松前だったのか、なぜ全数

調査にしたのか。例えば 3世代いる家族を選

んだとか。見ていると、釧路もそうですけれ

ども、いわゆる町の特性ごとに新興住宅街と

漁師町と旧市街みたいな感じで選んでいると

思うんですけれども、そういった選定に関し

ての経緯について、皆さんのご記憶とかご経

験でご発言いただければ幸いです。 
 
（道場）増毛調査をするに当たってどうした

らいいとか、こうしたらいいという議論はそ

んなにないんですよ。結局、小野先生が設立

してから……。 
 
（朝日）増毛の方がいらっしゃいましたよ

ね。最初のころに。何か関係ありますか。 
 
（道場）高橋明雄さんが増毛出身ですよね。

高橋さんから話を聞いたかどうか分かりませ

んけれども、議論はないですね。小野先生が

段取って会ができて 5 年もたたないでやろう

としているんだから、彼自身の考えがあって

共同調査を絶対にしようという信念の下にや

った、というふうに僕は思っているんです。 

後から報告書を見ると、全数調査によって

どのような結果が得られるかについて予測を

つけているので、そういったものの結果、例

えば年齢層とか、性別とか、どこから共通語

化が始まるかとか、そういう部分を全数調査

を通じて調査研究した事例はたくさんありま

すよね。だから、小野先生かなりの予測をつ

けたのと、また予測ができないものもたくさ

んあったりして。そのあたりが、調査の面白

い部分でもあるし、難しい部分なのだと思い

ます。ただ 3地点なのは、信砂（ノブシャ）

というのはそれこそ全農業、それから大別苅

（オオベツカリ）というのは漁師町です。そ

れから畠中 3丁目というのはまったく町の中

の商業地ですよね。 
小野先生が書いていらっしゃるけど、大別

苅については道南の古い方言を意識しながら

狙うこともできるし、また畠中 3丁目は面白

いんだけれども、北海道の内陸方言、都市化

の部分を持っているのではないかという予想

が立つという。すごいなと思っていたんで

す。 
そのような狙いどころがあって、結果を見

ていくとやっぱり面白いですよね。いろいろ

なことを、あらためて今回また 1回読みまし

たけれども、共通語化がどうしてなるかって

今はだいたい分かりますよね。老年層からど

んどんいって、子供が、若い子って分かりま

すけど、そのあたりがはっきりと確認できる

ような、そんな話です。 
そのようなこととか、場面差とかいろいろ

なものを探ってみると、もしかしたら小野先

生に調査する目的というのがだいたいあった

のだなと。その結果、いろいろ思うような現

象もあったし、思わない現象が起こってき

て、その次に今度

は松前調査につな

げていって、松前

と増毛の違いとい

うものが、いわゆ

る松前方言ですか

ら。道南のずっと

古い方言ですか

ら、それがどのよ

うに残っているか

ということと、増

毛の調査というのを追跡で果たしてどうなの

かという部分を比較した可能性がありますか

ら。極端な言い方をすると、増毛でかなりの

部分が、海岸の部分で見えたのではないかと

いう気がしています。それを道北の増毛町、

道南の松前町、そして道東の釧路、そして内

陸方言の都市である札幌と、調査地点をおき

ました。 
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（朝日）釧路の 3 つの地点の選定も、増毛も

結局は変わらないですよね。 
 
（道場）そうですね。 
 
（佐々木）大別苅については、海岸方言的な

特徴ということを期待したというのはすごく

よく分かるのですが、信砂の方はどうなんで

すか。これはむしろ内陸方言的なものを期待

したというようなことですか。 
 
（道場）どうなんですかね。 
 
（佐々木）ほとんど農業の方のところです

ね。 
 
（道場）そうですよね。農業が中心ですもの

ね。まあ、中間ですよね。 
 
（佐々木）中間。 
 
（道場）いわゆる都市部として見ている畠中

と、それから古い漁業の言葉を残している大

別苅、その中間層としての信砂の農業従事者

の部分がどうなるのかという、そういう狙い

もあったのだろうけれども、結果的には共通

語化も一番進んでいるのは畠中で、そしてそ

の次に中間が信砂で、大別苅が一番最後とい

うような結果になっていますから。 
 
（佐々木）北海道で農業をする方の場合、本

州から移住していくという方が結構います

ね。その辺のことを期待したのかなとちょっ

と思ったのですが。 
 
（朝日）私、この間の『新日本言語地図』で

もそうだし、北見のところでもそうなんです

けど、いわゆる海岸域なんだけれども、本当

に浜言葉といったら、それこそ漁師さんのと

ころに行くしかなくて。逆に農家の人という

と私は岐阜の人とか。例えば網走で調査した

農家の人でしたけれども、九州の出身だった

ので。この浜言葉はあっちといって、全然や

っぱり地理的な位置付けイコール、海岸域だ

と思って海岸方言ではないという見通しがあ

って、たぶんそこを見たかったのかなという

気もします。 
 何かニシン漁とか忙しいときに、どこか山

の上から来るけど、みんな浜言葉じゃなく

て、でも何か手伝いが必要だから手伝っても

らっているんだという漁師の人の話とかも聞

いたことがあるから、その辺は事前に歩いて

気付いていらして、それをある意味確認すべ

く、共通語化というスケールで見たとは思う

んですけれども、あえて設定されたのかなと

いうのを伺いながら思いました。  
 
（道場）佐々木さん、さっき答えられなかっ

たんですけど、小野先生が書いていらっしゃ

ることで今ちょっと訂正すると、まず大別苅

のモデルとしてこういうふうに言っていま

す。北海道道南方言の関連を見たいと。それ

から信砂については、北海道内陸部の農村地

域。 
 
（佐々木）やはり内陸部。 
 
（道場）そういうことですね。それから、畠

中は北海道の諸都市の方のモデルということ

で狙ったと。だけど、どうなんですかね。結

果的には内陸的な特色があったのか、中間で

すから何とも言えないですけれども。そのよ

うな狙いがあったということを、小野先生が

『北海道方言の研究』に書いています。 
 だから、結構小野先生の狙いどころはたく

さんあって、参加した調査者はよく分かって

いないということがあって。ここだけの話で

すけれども。 
 
（佐々木）調査に参加した方ならではのこと

をちょっと聞きたいのですが、まだ捕らぬた

ぬきの皮算用なんですが、来年調査しようと

思って 1977 年の調査票を今研究しているの

ですが、調査項目が 207 あるんですね。 
 
（道場）そうですね。すごいですよね。 
 
（佐々木）今、朝日さんに 1 つ 1 つのテープ

を電子化していただいているのですが、1 人

を対象にした調査でだいたい 60分のテープ
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で収まっているんですけど、200近くのもの

をよくこの時間で調べられたなというような

感想をちょっと持ったのですが、どんな感じ

で。結構急いだ感じですか。 
 
（道場）いや、僕個人で言えばそこで収まら

ないで、別なテープを使った部分もないわけ

ではないです。 
 
（佐々木）そうですか。60分に収まらないこ

とも。 
 
（道場）収まらない。要するに話者との、調

査の状況が。やっぱり若い人はうまく反応す

るし。アクセントも含めて同じ調査項目です

からね。だから収まらなければ、やっぱりち

ょっと延び延びになっているところも。みん

ながみんなではないけど、僕は、個人的には

ありました。それが残っているかどうかは別

にして。まあ、残っていると思いますけれど

も。 
 
（佐々木）あの中で、共通語化ではなくて地

域的なものは若い世代で出ているのがありま

すね。「よかろう」に対応する形式が、「イ

カベ」とかだったものが、「イーッショ」に

なっていっているというような。それはかな

りの勢力を保っていて、あの項目については

調べる方は事前に皆さん知っていたんです

か。それとも調査に行って初めて知ったんで

すか。 
 
（道場）僕らはまったく増毛の言葉というの

は知らないから、だから生々しいですよね。

調査に行って、僕は北海道の海岸部の出身だ

から、内省が利きますよね。海岸部だから

ね。そんなのもあるのかと、やっぱりそうか

というのもありましたね。 
 
（菅）それは井上先生、新方言は増毛の調査

で気が付いたとおっしゃっていますよね。 
 
（道場）そうですね、だいぶ出ていますよ

ね。 
 

（見野）井上先生の論文に増毛と、井上先生

は別に増毛、松前調査の前に、北海道方言研

究会と関係なく岩内調査に入っていますよ

ね。その後、増毛、松前って出てきますよ

ね。その 3点というのは、今ではやられてい

るところでは、日本海側の調査としては大切

な調査だと思うんですけど､増毛の海岸部と

比較しています。岩内の方は外れの七部落、

八部落という漁民たちが住んでいるところに

調査に入っている。もちろん西側の方の市街

地もやっていますけれども。 
 
（道場）体にできた内出血「あおたん」を新

方言と定義付けたんですよね。だけど、私は

礼文島で生まれていますけど、「あおたん」

使っているんですよね。それが何で地方共通

語化なのかという疑問を持ちましたよね。要

するにデータが出てくるから、若者と若者で

ない人のデータの差がめちゃめちゃ近いわけ

だから、離れているわけだから、それはやっ

ぱり新方言というか。だからいろいろな考え

がありますけど、そこでは新方言。だけど礼

文島では新方言でないというケースも結構あ

るという観点を、また見ましたけれども。 
 後に松前なんかも調査すると、また特殊

な、具体的に言うと、トウモロコシを「き

み」と、増毛では「とうきび」だけど、松前

では「きび」。それから、松前ではジャガイ

モのことを「いも」。でも増毛では言わない

というようなことでの、同じ海岸方言でもや

っぱり古さなのか、地域差なのかという観点

もありますけれども。 
 
（朝日）今後に向けた視点ということで、事

前に用意した質問には 2 つ挙げさせてもらっ

ています。50 年という節目に当たって、例え

ば、これまでも特に増毛、松前、釧路、札幌

での調査もあるにはありましたが、これから

研究会として取り組むべきテーマについての

ご提案、若い人に向けて何か伝えておきたい

ことがあれば、教えてください。 

（菅）会員の中には、ふるさとのことばを記

録し、方言集を作りたいということで会員に

なった方もおられます。地域で自分たちの方
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言を記録して残しておきたいという活動があ

った場合、当研究会としても専門的立場から

手助けすべきではないかと思います。 

（見野）私、最近ふと思うことは、今まで行

われた海岸部の方言、内陸部の方言で大きな

調査がありますよね。海岸部ですと、今問題

になっていました増毛と松前。その間に、そ

れより先行して井上先生の岩内調査はかなり

しっかりしたものですけれども、北大に文献

が残っています。そういう 3 つがあると。 
 内陸部ですと、国立国語研究所が富良野で

行った、年代がちょっとずれてきますけれど

も、それは富良野に付随して、例えば日本海

側に影響がある札幌の調査とか、それから道

東の方に影響があるだろうと思われる十勝、

帯広での調査とかそういうのがあるわけです

けれども、これらの調査を文献として個々に

利用するのではなくて、1 つの観点を持って

これらを全体として統合して眺めたときに、

何か今まで見えていなかったものがひょっと

したら見ることができるかもしれない。問題

意識を持って全部。 
 これらの調査というのは、みんな私は大き

な違いはないと思っていました。増毛にし

ろ、松前にしろ、細部はあるでしょうけれど

も、調査の仕方といいますか、方法としては

調査地へ行って直接聞いて、テープを取って

ということですから、そこで大きな違いが出

てくるということは、方法論としては同じ考

えでやっているのではないか。内陸部もそう

ではないか。国立国語研究所もやっています

から、当然増毛も国立国語研究所の調査法と

いうのはしっかりと踏まえているだろうと。 
そういうところを見ると、これらを個別に

文献として使うだけではなくて、これだけの

ものを統合的に、総合的に見ていったとき

に、当時の北海道方言の状況というものを全

体的に、全部ではなくても、とらえることが

できるのではないか。それをとらえられた

ら、私は、ひょっとしたらそこから新しい、

今まで気が付かなかった研究方法なり、考察

なりというのが出てくる可能性があるような

気がしていました。それが 1 つです。 
もう 1 つは、テープを取っていますけれど

も、これらの調査のときには決められた調査

項目でテープを取っていくわけですけれど

も、そうではなくて、そこで落ちてしまうも

のがかなりあると思います。そうではなく

て、実際にそれとは全然、そういう方法では

なくて、直に現地に自分が行って、漁師さん

なら漁師さんの日常の話している話をそのま

ま、自然談話と言ってもいいでしょうけれど

も、そういうもの採取していくと。北海道方

言研究会なら北海道方言研究会として計画を

立てて、みんな会員のできる方が分担してと

いいますか、共同研究はなかなかやりづらい

ことがあるでしょうけれども。そうしてくる

と、これらの調査では見えないものが、自然

の会話ですから中にはあるだろうと。地方特

有の言葉というのもありますけれども、そん

なものだって日常の言葉で話すから自然と出

てくる可能性はあるのではないかと思いま

す。 
 そういうところなども新しい視点なのかな

と思ったり。自然談話を採取するというのは

結構いいのではないかと。何か見えだす、落

ちている、発音だけではなくて、語法面でも

何か見えるのではないかと、そんなことを自

分でアンケートを配って、やってみて思った

ことです。自然談話というのはなかなか採取

できないですけれども、そういう点では、そ

ういう発想というのは、私は井上先生からい

ただいて。奥尻の地震についての資料は自然

談話なんですね。 
 
（朝日）道場さんいかがですか。若い人に向

けて何かメッセージはありますか。この研究

会が、北海道方言を志す者に向けて。 
 
（道場）若い研究者は、今までいろいろな方

たちが、論文なり、それから報告書なり、う

ちの北海道方言研究会の会報によって、こう

やっているものを、まず本当に基本的なこと

をちゃんと押さえて研究を行っているのかな

と。自分はそうですからね。やっぱりそれを

もう少ししっかりとらえて、その中でいろい

ろなテーマがあるんだというふうに見つけて

いくかということがやっぱりあります。 
 それから、調査する場合、語彙とか文法と
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か、ほぼ音韻までは何とかいいですよ。とこ

ろが、アクセントとかイントネーションとい

うのは、やっぱり実際に調査を体験して何回

もやらない限り分からないですよね。だか

ら、皆さん、これから増毛調査をやるとき

に、そうそうたる方で調査を経験している人

たちばかりが参加していれば、特に問題はな

いと思いますけれども、特に北海道出身者、

僕なんかはアクセントに対して非常に疎いん

です。自分自身の内省もなかなか難しくて、

そうか、雨は、共通語は「ア]メ」だったか。

でも「アメ]」だよねとなるわけでしょう。そ

ういうことで、高校の授業の中でも僕は話し

ていることが、教え子の札幌の生徒たちです

けれども、「先生違うんでない？ 浜弁でな

いの、それ」と言われることがあるわけで

す。 
 それからよく言われるのは、小野先生とか

研究で発表していますけれども、北海道の人

が標準語と思っているのは、実は東京ではな

くて札幌だとか。言語意識が全国のほかの地

域の人たちとちょっと違うわけですよね。そ

うすると、実は、ある機会にたまたま僕が、

北海道方言研究会の事務局長をやったという

ことで、ある民放の、放送局名は言えません

けれども、あるところのアナウンサーの研修

ということで、北海道方言について話してく

ださいという時間をもらえたんです。北海道

方言についての講師をやっていて、僕が質問

をしたんです。「これは標準語ですか、共通

語ですか」と言ったら、全国から来ている人

はだいたい分かるんです。だけど道産子、

「どさんこワイド」じゃないですけど、道産

子のアナウンサーは、「それ標準語じゃない

の？」と。僕が、「実は、これは標準語では

ない」と。「北海道の地方共通語なんです

よ」と。 
恥ずかしい話、私も北海道出身の教員です

から、やっぱり北海道の言葉に対する認識

が、非常に道外の人と比べて甘いんですよ

ね。言語認識が足りないんです。漠然として

いるというか。そういったものも含めて、い

ろいろ、まず文献とか調査というのを若い人

がしっかり学んで、そしてそこから自分のテ

ーマというものを見つけていってほしいなと

思います。 
だから、いきなり自分の研究テーマに飛び

つくのではなくて、これは面白いなとだけで

飛びつくのではなくて、基本的なことをしっ

かり、文献がありますから、それで勉強する

時間も設けながら新しいものを作ってほしい

というのが、ちょっと自分の体験の上で思っ

たことです。 
それから、小野先生もずっと言い続けてい

ますけれども、国語教育に方言研究は生きて

いるのかと。私もそうですけれども、自分で

研究しているんだけれども、実際に国語教育

のときに生徒たちにそれを還元しているかど

うかというと、ほとんど還元していないです

よね。先ほど言ったように、まったくほかの

人たちは北海道の方言に関心を持たないわけ

ですから。だからできれば、ちょっと難しい

話だけれども、国語教育に、教員も含めて。

もう 1 つ言うと、北海道の人が北海道の言葉

についてあまり認識を持っていないと。そう

いうものをちゃんと、北海道の言葉はこうな

んだよというふうに知らしめて、それは、正

しい言葉遣いとか、標準語に近いようになれ

というのではなくて、北海道の方言を認識し

た上で、どういうふうに言葉を使っていった

らいいかということは、この問題は、意外と

方言の研究をしている自分も含めて、おろそ

かにされているのではないかと。それは小野

先生がずっと前から指摘しておりますから。 
いろいろ言いましたけれども、国語教育の

話と、それから北海道民の言語、北海道の言

葉ってどういうものかというのを認識した上

で、どういうふうなよりよい言語生活を送っ

ていくかという、そういうもののテーマも必

要だなと思いました。 
 
（朝日）ありがとうございます。 
 
（菅）国語教育ということで言うと、小学校

の学習指導要領は、4 年生ですかね、方言に

ついて取り扱ったんですけれども。昔の知識

で、変わりましたか。とにかく、そういった

ときに方言の副読本みたいなものというのは

あるのでしょうか。 
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（道場）ないでしょうね。 
 
（菅）ほかの分野、地理的なものだとか何か

だとありますよね。北海道の方言に関する副

読本みたいなものがあったらいいなと。 
 
（道場）例えば全国のある地方だったら、自

分の方言のことや、言葉で苦労するから、そ

ういうテキストがあるというのを聞いたこと

がありますよね。でも北海道はまったくない

ですよね。それで、ちょっと PR になります

けれども、この本は絶版ですが。我々は一番

最初に、『おばんでした』を刊行しました。

これは小野先生が中学生を対象にして語りか

けているんです。素晴らしい。読み返してす

ごいなと思っているんですけど、北海道のお

年寄りも見てほしいけれども。若い人に北海

道の言葉というのがどんなものかというの

を、かなり専門的なことばかり書いています

けれども。そういうのもやっぱり、これなん

かは、意外と副読本になるのではないかな

と。 
昔、五十嵐三郎先生とか石垣福雄先生が、

道内の新聞に北海道の方言、語彙ですけれど

も、シリーズでずっと載せていましたけれど

も。ただ、いろいろ考えがあると思いますけ

れどもね。この間、テレビの「ケンミンショ

ー」（県民ショー）の話題で、北海道の方言

の「書かさった」の解説で、実は会長の大鐘

さんが出ていたので、テレビなんかに出て

「北海道方言研究会」を少し PR してもいい

んじゃないと思って（笑）。 
 
（見野）最後に、感心したというか、アーカ

イブがあるでしょう。北海道方言研究会の発

行物。すごいことをやられたなと、功績じゃ

ないかなと。あれを見ていて、本当にここだ

けではなくて、みんなインターネット時代に

なって、本州の方の方言の研究をやる人たち

の間に存在も知らせて。しかも、今まで歴史

的に何をやってきたのかと全部出るように組

んでいるでしょう。 
 
（朝日）最後に大鐘会長、先輩方のアドバイ

スを受けて所信表明というか、何か一言お願

いします。 
 
（大鐘）最後に、これからの北海道方言の研

究テーマとか、若者に伝えたいことをお話し

くださいました。非常に目にうろこといいま

すか、重いテーマというか、まだこういう分

野の研究が残っていたんだなというのを改め

て感じさせていただきました。 
 それぞれ北海道方言研究会から距離を置か

れていますけれども、いまだに北海道方言に

ついて、これからどうしたらいいですかとい

うことを本当に適切にご助言いただいたなと

いう思いでいっぱいです。まだまだやること

があるぞということを教えていただいたとい

う思いで本当に胸がいっぱいになりました。

ぜひその言葉を受けて、会員の皆さんと一緒

にまた頑張りたいなという気持ちが今日湧い

てきました。本当にありがとうございまし

た。 

 


